
・東京２３区の家庭ゴミ有料化について 

Ｑ．目的はゴミの減量ということだが、世界各国では「生ゴミの回収義務化」が進んで

いる。米国ニューヨークや韓国ソウル、フランスでは実現しているため、東京にできな

いことはないと思う。日本国内でも生ゴミを回収している自治体がある。石油価格が

高騰する中、脱・石油も重要な課題である。生ゴミ回収によりバイオガス発電など資

源化もできるはずだ。東京都には潤沢な予算があるはず。「有料化」という時代遅れ

な対応ではなく、生ゴミ回収などから住民の意識改革を図っていただきたい。 

 

Ａ．区では、家庭用生ごみ処理機購入の助成を行うなど、ごみ減量と地球にやさしい

暮らしの啓発に取り組んでいます。これまでごみとして分類されていたものが資源に

代わることで、ごみ減量と資源化率向上につながってまいります。 

生ごみの飼料・堆肥化リサイクルなども含め、新たな資源リサイクル品目の充実は区

としても重要だと考えておりますので、他区をはじめ世界における先進的な取り組み

について、情報収集を進めてまいります。 

なお、家庭ごみ収集の有料化は、２３区一体で検討が行われるものとなっています

が、現下の厳しい社会経済情勢の中、区民へ新たな負担を課すことは、区民生活へ

の影響が大きいことなどから、品川区としては、引き続き慎重な議論が必要と考えて

います。 

今後とも清掃・リサイクル行政へのご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

（品川区清掃事務所） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


